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はじめに

私達A班は、首都圏学生10人、東日本国
際大学15人で構成されています。

特徴として、外国人学生が含まれているため、よ
り広い視野から福島を見ることができたことが挙
げられます。

私達は、東日本大震災で特に被害が大きかった浜
通り(いわき、相双)を訪れ、多くのことを学びまし
た。
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ツアーの内容
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・1日目
コミュタン福島、いわきワンダーファーム
いわきワイナリー、いわき石炭化石館ほるる

・2日目

小高ワーカーズベース、菊池製作所、たこ八
（昼食）新地町役場（震災語り部の体験講和）
相馬原釜地方卸売市場

・3日目
福島ロボットテストフィールド
南相馬市合同庁舎（報告会）
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9種類のトマトの収穫体験、本格的なバーベキューを手軽に楽しむ
ことができる他に、スイーツフェアなど様々なイベントも行われて

いる
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石炭・化石館ほる
る

施設の説明

いわき市が産炭地として
繁栄した当時の資料と、
市内で発掘された動植物
化石と世界の貴重な化石
資料を併せて展示してい
る施設

地域経済の復興と、いわ
き湯本温泉郷の活性化を
図る目的で設立



施設の見所

「化石展示」

いわき市で発見された日本を代
表とする化石、フタバサウル
ス・スズキイの展示

音と光の演出でダイナミックに
展示された貴重な化石

「模擬坑道」

地下600mに降
りる雰囲気を
味わえる

実際の坑道で
の作業方法な
どを再現した
模擬坑道



14

① 行政、大企業だけでなく、

個人、住民による復興活動

② チャレンジ精神 0から100を作

る

③ 高齢者と若者の復興への意識の

差がある
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‣ 体験談（避難所
生活、津波）
‣ 震災意識を

高める

広島を活動の拠点に、被災地の物語を紙芝
居にする「東北まち物語紙芝居化100本プ
ロジェクト」に参加。津波の教訓を子ども

た
ちに伝承していくために紙芝居を上演



原発被害から、子どもの未来
を守るため、2015年に創設。
紙面で職人の特集を組んだり
現地で採れた食材や、相馬に
来て使える特典をつけて、販
売を行っている。

利益よりも地域貢献
相馬を好きになってもらい
たい



相馬原釜地方卸売市場
相馬双葉地区で開業し今年で7年
目を迎える、試験操業の拠点

漁師の後継者問題
風評被害
→水産物の安全性



いわきの観光や食の魅力、震災時の話などを
聞き、その魅力や感じたことなどをSNSなどを
使い

＃ふくスタ2018と打ち込み発信

いわきの学生が観光地の案内や紹介

スタディツアーの内容を、PowerPointにて

資料を作成し最終日に班ごとに分かれ
て発表



県外学生から見た福島

「福島は原発のイメージが強かった」

「復興が進んでいる地域と進んでいない地

域の差があることを感じた」

「福島の住民の方々の生命力が強かった」

「震災当時の福島の被害状況や被災者の思

いなどはやはり、現地に来ないと分からな

いことを学ぶことができて有意義だった」



県内学生から見た福島

“今回ツアーを通し

て、地元をもっと

愛するきっかけに

なった。

“東日本大震災の

時は中学生の頃で、

実際福島に住んで

いた学生が多かっ

た。



“ 実際福島に住んでいても知らない知識がたくさん

あり福島県が行っている情報発信など、初めて知るこ

とがあった。



「福島を英語で

検索するとまだ、

震災の原発の写真

ばかりで真っ黒な

イ メ ー ジ が 強

い。」

留学生から見た福島

「実際福島で留

学しながら、福島

の綺麗さに驚い

た。」



「震災当時は日本に
いなかったが、今回
のツアーで福島の新
しい魅力を学べたの
で、自分なりに世界
に発信していきたい
と思った。」
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伝えたいこと

福島産のものを
買ってほしい

震災を風化させない
(津波、原発の被害の

大きさを伝承してい
く)

観光地の魅力



ツアー後の活動

SNS
・速報性があるので、更新がしやすく継続もで
きる

・幅広く活用されてるので様々な年代に発信で
きる



ツアー後の活動

YouTube 

・視覚的な情報を若
い世代に向けて発信
する



学祭での発表

 ツアーで学んだことを簡潔に模
造紙にまとめる

 クイズや質問コーナーを設ける

 友人や家族がまた別の人に話す
ことで伝わる

イベント等で情報発信する

 福島産の食材を使用した出
店

 アンテナショップで学生が
福島県のPRコーナーを作る

 年齢層関係なく情報発信で
きる

ポスター作成

 駅や市区町村の掲示板に
貼ってもらう

 福島県の行事や特産物が
メインのポスターを学生
が作成

 私たちより年は上の、幅
広い人に発信することで
風評被害等の改善につな
がる

（SNSに頼らない方法）

ツアー後の活動
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